
10月定例教育委員会議事録 

 

１ 開催日   令和５年 10月 18日（水） 

 

２ 会 場   本庁舎 ７階 会議室７A 

 

３ 開 会   午後３時 30分 

 

４  出席委員    羽田明夫 教育長 

        山竹葉子 委員（職務代理者） 

河江富男 委員 

        増田紀子 委員 

増田徹哉 委員 

 

５ 会議出席者 増井太郎  教育部長 

        池谷功武  学校福祉部長 

        嶋美津子  教育総務課長 

        寺尾正幸  学校教育課長 

        中野直幸  教育センター所長 

        関裕介   学校給食課長 

        小池善栄  図書課長 

        荒井健   子ども支援課長 

        青島庸行  家庭支援課長 

        山梨のぞみ 子ども支援課総務担当主幹 

        書記 安藤隆行 教育総務課総務担当係長兼庶務担当係長 

         

 

６ 議 事   別紙のとおり 
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【午後３時 30分開会】 

皆さん、こんにちは。 

本日は、お忙しい中、10 月の定例教育委員会にご出席いただきありが

とうございます。 

本日の議事録署名人は「増田紀子委員」と「河江委員」となりますので、

よろしくお願いします。 

それでは議事に入ります。 

報告事項の１番、「いじめ問題への対応」について、子ども支援課長よ

り報告をお願いします。 

 

それでは、報告事項１の「いじめ問題への対応」について報告いたしま

す。当日配布資料の１ページをお願いします。 

まず、９月の小学校の状況でありますが、新たな「いじめ」の認知件数

は８件であり、昨年度より減少しました。８件の内容は、「嫌なことを言

われる。足を蹴られたことに腹を立てて追いかけた。口論になり、突き飛

ばしてしまった。」などがありました。いずれも、学校で適切に指導し、

見守りを続けております。 

また、右下（４）現在の状況は、６月までの認知件数 40 件のうち、34

件が解消となっております。 

次に、２ページをお願いします。 

中学校の新たな「いじめ」の認知件数は 17件でありました。ほぼ昨年

度並みでした。 

内容は、「ネットで誹謗中傷を書き込む。無視された。ふざけて胸ぐら

をつかんだら相手が蹴ったので、腹を立てて殴った。」などがありました。 

こちらも、学校で適切な指導をして、解消に向けて取り組んでおりま

す。 

また、右下（４）現在の状況では、６月までの認知件数 46件のうち、

８件が解消となっております。 

次に、口頭での報告となりますが、４件のいじめ重大事態の被害生徒の

様子についてご報告させていただきます。 

まず、中学３年生の生徒Ａさんになりますが、９月も家庭で不安定にな

ることがありましたが、本人の気持ちを尊重して、チャレンジ教室で学習

を進めるなどして進路に向けて話を進めております。 

２件目、中学２年生の生徒Ｂさんですが、９月も安定して登校すること

ができています。 

３件目、こちらも中学２年生の生徒Ｃさんです。９月も安定して焼津チ

ャンレンジに通っております。テストの日には別室登校することが出来ま

した。 
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 ４件目、小学校６年生のＤさんです。９月になり、家族と本人の意向に

より転校しました。転校後は、安定して出席できております。 

 以上になります。 

 

ありがとうございました。 

御意見・御質問はありますか。 

 

いじめ重大事態のＤさんですが、６年生のこの段階で、転校するという

のは、本人や保護者が考えての事であると思いますが、転校先で馴染んで

いくのが難しい時期であると思いますので、引き続き、学校と連絡をとり

ながら見守っていただきたいと思います。 

 

転校先には、小学校入学前に一緒だった子もいると聞いており、今のと

ころ楽しく学校へ通っているという事を聞いています。 

今後も、注意深く見守っていきたいと思います。 

 

 その他、御意見・御質問、ありますか。 

 

 小学校の９月の「いじめ発見のきっかけ」が、全８件のうち５件が「本

人の保護者」である。 

保護者からでも学校に相談できるような信頼関係があるからという取

り方もできますが、できれば、本人が担任の先生に相談したり、学校の先

生が子どもたちの様子を見ているなかで、嫌な思いをしている児童を確認

できる方が、学校と家庭との連携を図っていくという面でも良いのではな

いかと思います。是非、小学校、中学校の校長会や教頭会でも、子供達が

自分で言えるような関係を築いて欲しいということを呼びかけていただ

ければと思います。 

 

その他、御意見・御質問、ありますか。 

よろしいでしょうか。 

 

次に、報告事項の２番、「最近の小中学校の状況について」、引き続き、

子ども支援課長から報告をお願いします。 

 

報告事項２の１ページをお願いします。 

最近の小中学生の状況についての「９月の生徒指導関係」でありますが、

まず、不登校については、小学生は 90人、中学生は 170人で、昨年度と

比較して小学生で３人、中学生で９人増えております。 
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なお、先日、焼津市進路学習会を開催し、188人の参加者がありました。 

次に問題行動でありますが、小学校は 20件、中学校は 35件の報告があ

りました。 

小学校では、クロームブックを私的に利用したり、悪口を書きこんだり

するネット問題が５件、授業放棄が４件、生徒間暴力が６件などでした。 

中学校では、生徒間暴力が 12件、自傷行為が７件、嫌なことを言われ

たり、嫌がらせを受けたりするなどのその他粗暴が４件などでありまし

た。 

次に交通事故については、小学生で１件、中学生で２件ありました。 

歩いていた際に自動車のサイドミラーとぶつかった、歩行者をよけよう

として自転車ごと川に落ちた、自転車と自動車の接触事故になります。 

最後に不審者についてでありますが、９月は１件の報告がありました。 

中学３年生の女子生徒が自転車に乗った男性に後ろから撮影されたと

いうものです。以上になります。 

 

説明が終わりました。 

御意見・御質問のある委員は、発言をお願いします。 

 

焼津市の進路学習会が９月 28日に開催とありますが、この時の内容は、

どのようなものか。 

 

不登校の児童生徒が進学できるよう、高校や高等専修学校 13校の方に

来ていただき、それぞれの学校における学習内容について説明していただ

き、その後、興味のある学校の所に行ってお話を聞く時間を設けました。 

その他、何かありますか。 

 

進路学習会の出席者の中で、その他 53人とはどういった方ですか。 

 

適応指導教室のスタッフや小中学校の教員です。 

 

 

問題行動の「自傷行為」とは、どの程度の自傷行為ですか。 

 

リストカットが一番多くなっております。 

また、中には家の薬を飲む「オーバードーズ」なども含まれています。 

 

自傷行為については、学校自体が重く受け止めて、医療に繋げるような

お話を本人や保護者の方にしていただきたいと思います。 
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その他、御意見・御質問、ありますか。 

 

クロームブックの私的利用という報告がありましたが、自分の娘も毎

日、自宅に持って帰ってきて、You Tube を見ているが、その理由を聞く

と、体育教師が県の教育委員会に申請し、You Tube が見れるようになっ

たという事でありました。 

私の自宅のパソコンは、子供達がいるためインターネットの閲覧制限を

かけているが、不登校の児童生徒がクロームブックを自宅で使用し、学校

に来なくなってしまうような事も考えられるため、自宅での利用方法につ

いても、必要に応じて見直す必要もあると思います。 

 

今回、報告させていただきましたクロームブックの私的利用というの

は、クロームブックを利用して勝手にページを作って友達の悪口を書き込

んでいたという事例になります。 

 

You Tubeについては、申請をして活用していると思います。 

自宅でどのように活用しているかについては、誰がどのサイトを閲覧し

たか把握できるため、不適切な使用があった場合は、学校等へ連絡し指導

できる体制となっています。 

 

その他、御意見・御質問、ありますか。 

よろしいでしょうか。 

 

次に、学校教育課長から報告をお願いします。 

 

裏面２ページをお願いします。 

１つ心配であることが、インフルエンザについてであります。 

10 月に入ってから、今日までのインフルエンザによる学級閉鎖の状況

ですが、資料に記載したものに加えて、本日までに増えておりまして、小

学校がプラス３学級の合計５学級、中学校がプラス２学級で合計９学級と

なっております。学校の養護教諭に聞きますと、塩素系の消毒等を使って

感染が広まらないように消毒をしたり、手洗い・うがい等の励行も呼びか

けるなどの対策をして下さっておりますが、なかなか収まらないように感

じております。 

今後も、引き続き予防対策に取り組んでいきたいと思います。 

２番目の「学校行事等について」でありますが、11 月は、小学校の多

くで修学旅行へ行くことになっています。 
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小学校の方では、コロナ禍においては、東京方面に行けなかったですが、

本年度は、東京方面に修学旅行へ行っております。 

また、学校行事ではありませんが、10 月７日に本年度で最後になりま

す「中学校連合音楽会」が行われました。合唱の部、器楽の部それぞれに

資料に記載の学校が参加し、素晴らしい演奏を披露してくれました。 

３番目の「焼津市教育委員会学校訪問」ですが、教育委員の皆様にもご

訪問していただきありがとうございました。11 月は、資料の日程で訪問

する予定となっており、11月 22日は和田中において、市指定の学習研究

発表会がありますので、御都合がつきましたら、教育委員の皆様にも御出

席いただきますようお願いいたします。 

報告は以上です。 

 

説明が終わりました。 

御意見・御質問のある委員は、発言をお願いします。 

 

インフルエンザが、今後も流行していくと思いますが、新型コロナウイ

ルスの時には、マスクを着用しても流行がなかなか抑えられませんでした

が、インフルエンザについては、マスク着用によりある程度抑えられると

いう認識がありますが、学校での対策はどのように考えているか。 

 

新型コロナが流行した時は、インフルエンザによる学級閉鎖がありませ

んでした。これは、新型コロナの感染対策により、全ての児童・生徒がマ

スクを着用したことで抑えられていたと思います。 

これが、今年の５月に感染法上の５類に移行したことで、マスク着用に

ついては本人・ご家庭の判断によりマスクを着用していない児童・生徒も

います。そうした中で、報道等によると、これまでインフルエンザにかか

らなかった分、抵抗力が弱くなり、インフルエンザが流行しているという

事も考えられますので、今後、さらに流行が進んでいくと、１つの方法と

してはマスクを着用して防ぐということも考えられます。 

 

その他、何かありますか。 

 

学校の体育大会についてですが、一部の学校では、「体育祭」という形

にして、例えばリレーでは、チームごと色分けしていても、同じ色の人に

バトンを渡すのではなく、異なった色の人にバトンを渡し、どのチームが

勝ったかわからなくするような配慮がされていると聞いております。 

そうすると、同じチームで健闘を称えあうようなことが無くなるため、

少しもったいないように感じました。 
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私は、そういったリレーを行っている学校を把握しておりませんが、最

近、お話した学校の校長先生からは、勝ち負けのある体育大会を行ってい

ると聞きました。 

しかし、子供達は、勝ち負けもありますが、新型コロナの感染拡大もあ

ったかと思いますが、意外と応援にすごく力が入っていて、みんなで応援

することに喜びや、異学年との繋がりを持つことにより、充実感を得てい

るという報告を受けております。 

以前は、今後予定されております文化発表会等でも、合唱等により賞を

付けておりました。現在は、そのような事は行っておりませんが、子供達

は、本当に熱心に取り組んでいるという報告を受けております。 

 

東益津中学校を例にとりますと、今年は、生徒の手による体育祭にする

という事で、例えば、ゴールが今まで本部前であったのを、生徒の応援席

の前をゴールにして、生徒自身がより楽しめる体育祭にしたという報告を

受けております。 

増田徹哉委員のおっしゃっている順位付けについては、私も気になって

いる点で、何でも順位付けしないという事ではなく、テストの点数の順位

や徒競走等において勝ち負けが付く事で、本来の強さであったり、優しさ

が身につくという事もあると思いますので、個人的にはあってもいいので

はないかと思っています。 

 

その他、何かありますか。 

 

私も、同感で、順位は付くべきものは付けるべきであると思っています。 

スポーツにおいても、得意・不得意がありますので、これは仕方がない

事であると思います。但し、全ての方は違いますので、差別という事では

なく、違うことは違うという事を知ることは大切な事であると思っていま

す。 

 

その他、何かありますか。 

 

先月の定例教育委員会で、全国学力調査の報告を受けましたが、その中

で、英語の話す事に関する調査をどのようにして行っているのか確認する

と「１人１台端末等を用いたオンライン方式により実施」とあるが、新聞

で以前、あまり成果が出ていないという記事を読みました。 

焼津市は、外国人教師に入っていただき強化していますので、この結果

がどうであったかお聞きしたい。 
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もう１点は、公民館へ行くと、子供達が、外国人と英語で会話している

ところを見て感心していますが、英語で話すことは、常時会話していない

と上達していかないと思いますが、今授業で取り組んでいる事を引き続き

実施していく事で、時間の経過とともに英会話も身に付いていくと思って

いますが、現在の英会話に関する学校での取組について教えていただきた

い。 

 

まず、英会話試験のやり方ですが、少人数で、場所を変えて英会話を録

音する形でデータを取っています。 

本市の正答率は、それほど高くなかったと思いますが、国全体の正答率

が低かったです。 

この理由の１つは、問題の設定が関係しているかと思いますし、このよ

うな試験のやり方に生徒が慣れていないというのも原因ではないかと思

っています。 

 

その他、何かありますか。 

よろしいでしょうか。 

 

以上で本日の議事は、すべて終了いたしました。 

全体を通しまして、何かありましたらお願いします。 

よろしいでしょうか。 

 

（質疑なし） 

 

それでは、次回の開催予定でありますが、次回は、11月 14日（火）午

後３時 30分から、場所は、本庁舎７階 会議室７Ａで行います。 

 10月 30日（月）の総合教育会議の件で、事務局より報告をお願いしま

す。 

 

 10月 30日の 15時から、第２回焼津市総合教育会議を開催します。 

 今年度、第１回目の議題でありました、「子ども家庭支援について」、「外

国につながる児童生徒に対する支援について」、「地域クラブ活動につい

て」この３つの議題について御協議いただくことになっていますのでよろ

しくお願いします。 

 

以上をもちまして、10 月定例教育委員会を閉会いたします。皆様、お

疲れ様でした。 

                   【午後３時 55分閉会】 


